
二
入

282

パ
ー
ク
　
ハ

ー

ス
ト
教
授

（
牢
O
h
い
》
●
国
財
プ
舞
ω
叶
）

ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
壷
数
授

S

B
バ
レ
ツト

『
一
つ
の
事
を
す
る
の
に
、
悪
い
道
は
一
千
も
あ
る
が
，
正
し
い
道
は

只
一
つ
し
か
な
い
。
』

パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
を
知
る
者
は
誰
で
も
年
篭
の
時
々
の
か
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
お
お

言
ひ
草
を
思
ひ
出
し
て
微
笑
ま
な
い
も
の
は
な
い
。
此
れ
は
彼
れ
の
品

性
の
基
調
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
生
懸
命
に
此
の
正
し
い
一
筋
道
を
見
出

さ
ん
ミ
カ
め
，
そ
し
て
其
の
道
を
充
分
に
見
出
し
た
時
は
徹
底
す
る
ま

で
彼
れ
は
實
行
し
た
。
か
う
し
た
行
き
方
は
彼
れ
の
日
常
行
爲
に
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
エ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル

か
に
見
え
て
み
た
。
彼
れ
の
手
帳
は
整
頓
藍
正
確
，
こ
の
模
範
で
あ
り
、

彼
れ
の
カ
ー
ド
目
録
は
豊
冨
で
あ
り
，
叉
、
論
文
は
簡
古
，
明
晰
で
あ

っ
た
。
彼
れ
は
何
事
に
も
あ
れ
注
意
深
い
考
察
を
し
た
あ
ε
で
な
け
れ

ば
意
見
を
吐
か
な
か
っ
た
。

　
正
確
ミ
精
密
，
こ
に
饗
す
る
か
う
し
た
熱
情
は
、
亦
，
彼
れ
の
片
手
間

ミ
も
言
ふ
べ
き
教
會
の
仕
事
や
自
働
車
の
島
島
ぶ
り
に
も
現
は
れ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
た

た
。
敏
會
や
日
曜
學
校
の
仕
事
が
下
手
に
行
は
れ
て
る
る
の
を
見
て
み

て
は
心
捧
し
切
れ
す
、
彼
れ
は
寧
ろ
そ
れ
に
自
分
が
手
を
下
し
、
其
の

た
め
に
甚
だ
し
い
苦
勢
を
厭
は
な
か
っ
た
ワ
彼
れ
の
自
働
車
に
は
汚
鮎

が
な
く
、
回
時
間
二
十
マ
イ
ル
の
速
力
を
安
全
に
出
し
績
け
、
好
い
道

路
で
は
時
々
大
速
力
に
躍
進
す
る
こ
ε
も
出
自
た
。
バ
ネ
は
決
し
て
弱

ら
す
う
ヂ
ェ
ー
タ
ー
は
決
し
て
凍
ら
す
、
長
い
道
の
り
に
も
ガ
ス
は
決

し
て
清
蓋
さ
れ
す
、
か
う
し
て
彼
れ
の
自
働
車
は
隣
り
近
所
一
首
が
御

世
話
に
な
る
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
れ
か
或
る
日
、
新
し
い
型
の

を
買
ふ
（
こ
れ
が
彼
れ
の
唯
一
度
の
語
り
で
あ
っ
た
）
た
め
に
今
ま
で

の
古
い
自
働
車
を
盛
り
に
出
し
た
時
、
附
近
の
入
々
は
其
の
古
車
を
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ

ひ
取
り
た
い
噛
こ
望
ん
だ
、
何
故
ご
言
尋
こ
、
彼
れ
の
注
意
深
い
使
用
に

よ
っ
て
車
は
前
よ
り
一
層
良
く
な
っ
た
こ
ぐ
」
を
皆
能
く
知
っ
て
み
た
か

ら
Q
　
か
う
し
た
理
智
の
命
ず
る
が
ま
・
に
、
何
を
す
る
に
も
同
様
な
堅
實

さ
が
毎
日
の
飾
弓
に
見
え
た
。
彼
れ
の
食
事
は
簡
箪
で
、
猫
耳
で
，
從

っ
て
一
般
の
晩
餐
歯
む
き
で
は
無
い
が
、
決
し
て
友
人
に
す
Σ
め
ら
れ

て
，
自
分
が
定
め
た
以
外
の
一
皿
も
取
る
こ
ε
を
し
な
か
っ
た
。
お
よ

ば
れ
に
は
喜
ん
で
招
か
れ
た
け
れ
曹
、
彼
れ
は
常
に
好
い
テ
サ
ー
ト
の

小
さ
な
包
み
を
重
継
す
る
こ
ミ
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
他
人
の
薦
め
、
主
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張
．
嘲
笑
は
彼
れ
を
屈
せ
な
か
っ
た
。

　
子
供
の
頃
の
病
身
時
代
に
（
多
分
、
結
核
五
節
で
杖
を
つ
い
て
み
た

頃
，
）
も
の
静
か
な
此
の
若
者
が
思
ひ
つ
め
た
末
，
友
人
た
ち
の
眞
似
を

し
て
罷
力
を
浪
費
す
れ
ば
生
涯
を
誤
る
に
至
る
ε
知
り
、
そ
の
後
は
自

身
の
取
る
べ
き
道
を
定
め
て
、
決
し
て
其
れ
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

町場トスーハ〃一パ

　
こ
の
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ル
バ
ー
ト
・
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
は
一
八
六
一
年

の
九
月
二
十
四
日
、
イ
リ
ノ
イ
州
デ
ク
ソ
ン
市
で
，
サ
ン
フ
オ
ド
・
パ

ー
ク
ハ
ー
ス
ト
夫
妻
の
間
に
生
れ
た
。
彼
れ
の
五
歳
の
時
，
母
の
死
に

會
ひ
，
同
州
マ
レ
ン
ゴ
市
に
謹
む
伯
父
ア
ブ
ナ
ー
・
ハ
ガ
i
夫
妻
の
家

に
引
き
取
ら
れ
、
其
所
で
公
立
學
校
を
終
へ
、
一
八
八
○
年
の
末
，
ホ

ヰ
ー
ト
ン
・
カ
レ
ジ
に
入
學
し
た
。
そ
こ
の
二
年
級
を
卒
へ
て
、
一
年

間
ロ
ン
バ
ー
ド
の
公
立
廃
校
に
教
師
「
こ
な
り
、
そ
の
後
三
年
間
ロ
ー
ズ

工
學
院
に
勉
強
し
て
、
一
八
八
六
年
に
機
械
工
學
の
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
學

位
を
得
て
卒
業
し
た
。
一
八
九
七
年
に
は
マ
ス
タ
ー
の
學
位
を
得
た
。

一
九
〇
六
年
に
は
ホ
井
ー
ト
ン
・
カ
レ
ジ
か
ら
，
一
八
八
五
年
の
卒
業

生
・
こ
し
て
バ
チ
ェ
ラ
ー
學
位
が
贈
ら
れ
た
。

　
ロ
ー
ズ
學
院
卒
業
後
．
そ
こ
に
二
年
間
は
数
學
の
教
師
－
こ
し
て
止
ま

っ
た
が
、
伯
父
の
死
ん
だ
後
は
マ
レ
ン
ゴ
に
蹄
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
八
八
八
午
、
彼
れ
は
テ
ル
・
ポ
ー
ト
の
ア
ナ
・
グ
リ
ン
リ
ー
フ
嬢
S

結
婚
し
，
一
九
〇
一
年
に
は
一
入
の
小
兜
が
生
れ
た
が
，
不
幸
に
し
て

幼
幽
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
天
文
學
の
興
味
が
彼
れ
に
起
っ
て
來
た
。
始
め
は
、

か
の
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
を
始
め
多
く
の
人
を
感
奮
さ
せ
た
ト
ー
マ
ス
・

デ
イ
ク
の
著
者
を
讃
ん
で
星
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ズ
學
院
に

み
る
頃
、
少
さ
い
レ
ン
ズ
を
一
つ
買
ひ
、
其
れ
に
筒
を
作
っ
た
り
し
た
。

．
此
の
望
出
退
鏡
は
，
マ
レ
ン
ゴ
に
居
る
時
買
っ
た
六
イ
ン
チ
反
射
鏡
の
プ

ア
イ
ン
グ
ー
ε
し
て
今
で
も
使
用
さ
れ
て
る
る
。
マ
レ
ン
ゴ
の
家
で
は

家
業
た
め
可
な
り
忙
し
か
っ
た
け
れ
，
ご
，
彼
れ
は
其
の
望
遠
鏡
で
眞
面

目
な
観
測
を
始
め
、
主
に
憂
光
星
に
意
を
注
ぐ
こ
ざ
、
な
っ
た
。
彼
れ

の
天
文
報
告
文
は
、
一
八
九
三
年
の
「
天
文
學
S
天
王
物
理
學
暴
雑
誌
に

載
っ
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
ら
し
い
。
其
の
後
十
年
間
、
五
十
ほ
さ
の

報
告
論
文
が
連
績
的
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
や
ア
ス
ト
ロ
ノ

二
九
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ミ
カ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
シ
エ
・
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
な
さ

の
雑
誌
に
現
は
れ
て
る
る
。

　
彼
れ
が
天
文
學
に
更
に
多
大
な
勢
力
を
注
ぐ
に
至
っ
た
機
會
は
、
　
｝

八
九
七
年
の
末
、
其
の
郷
里
か
ら
数
マ
イ
ル
の
近
距
離
に
ヤ
ー
キ
ー
ス

天
文
墓
が
開
か
れ
た
時
で
あ
っ
た
。
扁
八
九
八
年
の
夏
中
、
彼
れ
は
志

願
研
究
員
に
任
命
さ
れ
、
十
ニ
イ
ン
チ
屈
折
機
で
夜
間
の
観
測
を
許
さ

れ
た
。
そ
の
頃
，
彼
れ
は
自
家
噛
こ
天
文
毫
一
こ
に
費
す
時
間
を
分
け
、
其

の
距
離
二
十
五
マ
イ
ル
を
、
汽
車
蓮
絡
が
不
便
な
た
め
、
時
々
馬
で
往

復
し
た
。
日
九
〇
〇
年
、
彼
れ
は
助
手
に
任
命
さ
れ
、
其
れ
以
來
は
、

全
然
此
の
石
門
學
に
身
を
献
げ
る
に
至
っ
た
。

　
彼
れ
の
最
初
の
研
究
は
、
G
。
E
・
へ
ー
ル
及
び
F
・
エ
ラ
ー
マ
ン
爾

氏
ε
協
同
し
た
「
セ
ツ
キ
第
四
型
の
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
」
で
あ
っ
て
、
之

れ
は
や
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
出
版
物
第
二
巻
の
哺
部
ε
し
て
嚢
表
さ
れ
、

爾
叉
、
シ
カ
ゴ
大
鳥
創
立
十
年
紀
念
論
文
集
第
八
巻
の
一
部
に
も
な
っ

て
み
る
。
彼
れ
が
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
へ
來
て
最
初
の
撒
年
間
は
ワ
シ

ン
ト
ン
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
學
團
な
さ
か
ら
天
文
毫
へ
寄
附
さ
れ
た
特
別
資

金
に
よ
っ
て
研
究
を
や
っ
た
の
で
、
一
九
〇
六
年
差
は
其
の
學
團
が
彼

れ
の
『
一
八
九
四
年
よ
り
一
九
〇
六
年
ま
で
主
ε
し
て
ヤ
ー
キ
ー
ス
天

文
皇
で
行
っ
た
天
鰹
光
度
の
研
究
』
－
こ
い
ふ
一
九
二
ペ
ー
ジ
の
四
つ
切

り
版
を
出
版
し
た
。
此
の
出
資
が
終
っ
た
後
，
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
は

シ
カ
ゴ
大
盃
教
師
ミ
し
て
天
文
墓
の
常
員
ぐ
」
な
り
、
一
九
＝
一
年
に
は

助
教
授
ミ
な
り
，
　
一
九
一
九
年
に
は
観
測
天
文
學
の
員
外
教
授
に
昇
任

三
〇

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
チ
ノ
メ
ト
リ

　
今
一
つ
重
要
な
論
文
は
『
ヤ
ー
キ
ー
ス
光
度
學
』
ミ
い
ふ
表
題
の
も
の

で
あ
る
。
之
れ
は
一
九
一
二
年
に
天
罷
物
理
直
垂
誌
に
載
せ
ら
れ
、
北

極
か
ら
北
緯
七
十
三
度
に
至
る
間
の
七
等
牟
以
上
の
絡
て
の
星
に
つ
い

て
、
爲
眞
光
度
ε
眼
覗
光
度
。
色
指
話
及
び
ス
ペ
ク
ト
ル
分
類
の
観
測

を
含
ん
で
み
る
。

　
ハ
ー
ゾ
ー
ド
、
ブ
ー
ジ
ニ
ァ
，
リ
ク
，
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
各
天
文
皇
が

協
力
し
て
，
微
光
星
の
光
度
を
、
既
に
良
く
知
ら
れ
て
み
る
大
き
い
星

々
ミ
比
較
観
測
す
る
計
書
が
熟
し
た
時
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
は
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ル
ド

キ
ー
ス
を
代
表
し
，
ラ
ム
フ
オ
ド
分
野
ミ
し
て
選
ば
れ
た
星
室
二
十
四

部
分
に
わ
た
っ
て
星
の
眼
視
光
度
の
測
定
を
一
九
〇
〇
年
に
始
め
た
。

此
の
事
業
は
始
め
ラ
ム
フ
オ
ド
資
金
か
ら
の
補
助
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
ヨ
ア
　
ミ
ぬ
　

っ
て
、
燧
に
一
九
二
三
年
、
ア
メ
リ
カ
文
理
學
士
院
紀
要
の
第
十
四
巻
第

四
號
に
襲
表
さ
れ
た
。
此
の
書
の
中
に
載
せ
ら
れ
た
三
十
六
ラ
ム
フ
オ

ド
分
野
の
見
事
な
爲
眞
は
全
く
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
の
仕
事
で
あ
る
。

　
パ
；
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
は
叉
A
・
S
・
ヤ
ン
グ
教
授
，
ご
協
力
し
て
、
ブ
チ

カ
ン
天
文
壁
長
～
・
G
・
ハ
ー
グ
ン
師
の
出
版
し
た
攣
光
星
ア
ト
ラ
ス
の

附
録
第
十
二
號
の
製
作
に
毒
し
た
。

　
そ
の
晩
年
、
三
度
び
日
食
観
測
の
蓮
征
除
に
加
つ
た
が
、
彼
れ
は
其

の
う
ち
只
一
回
、
今
年
の
一
月
二
＋
四
日
の
に
だ
け
、
常
に
晴
れ
た
室

を
與
へ
ら
れ
た
。
初
め
の
二
回
・
こ
は
立
ち
一
九
一
八
年
六
月
に
ワ
イ
オ

ミ
ン
グ
州
グ
リ
ン
・
リ
ブ
ー
ヘ
ミ
、
一
九
二
一
二
年
九
月
に
廉
廉
リ
ナ
島
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へ
S
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
肇
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
う
し

た
揚
合
に
も
ー
ー
幾
週
日
も
準
備
し
た
こ
一
こ
が
僅
か
一
、
二
分
間
の
短

か
い
間
に
實
行
さ
れ
る
ε
い
ふ
た
ち
の
仕
事
で
、
そ
れ
こ
そ
一
秒
時
も

延
期
し
難
く
、
叉
，
繰
り
返
さ
れ
な
い
、
此
の
大
切
な
一
瞬
間
に
、
入

の
心
は
時
に
は
行
り
損
っ
て
、
レ
ン
ズ
の
蓋
を
取
り
忘
れ
た
り
、
爲
員

板
の
蓋
を
取
り
誤
っ
た
り
、
時
間
割
を
早
く
叉
遅
く
し
損
じ
る
こ
ミ
も

あ
る
の
だ
が
、
ー
ー
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
を
知
る
人
は
誰
も
彼
れ
が
準

備
に
不
足
し
た
り
，
器
械
の
設
備
も
行
き
届
か
す
、
総
て
に
手
落
ち
が

あ
っ
た
り
し
な
い
か
く
」
心
配
し
な
い
。
雲
が
観
測
を
妨
げ
た
時
に
も
彼

れ
は
騒
が
す
、
器
械
は
取
り
外
し
、
荷
作
り
し
、
認
り
返
し
、
叉
、
荷

を
解
く
、
ー
ー
そ
し
て
次
ぎ
の
時
ま
で
、
ε
い
ふ
風
。
か
の
一
月
二
十

四
日
置
朝
、
コ
ー
ネ
ル
大
姦
で
の
零
下
（
華
氏
）
ε
い
ふ
寒
い
温
度
の
時

に
，
彼
れ
の
た
め
に
燧
に
機
會
が
來
、
彼
れ
は
最
善
の
努
力
を
し
た
。

天
文
毫
へ
鋸
っ
て
來
て
か
ら
、
か
の
一
く
せ
あ
る
ユ
ー
モ
ア
を
も
ら
し

な
が
ら
、
「
晦
れ
が
総
て
の
観
測
結
果
」
ぐ
」
言
ひ
つ
』
吾
々
に
見
せ
た
、

そ
れ
は
、
全
く
白
紙
の
小
さ
な
カ
ー
ド
一
枚
で
あ
っ
た
。
イ
サ
カ
で
は

塞
は
晴
れ
て
み
た
こ
S
を
知
っ
て
み
る
吾
々
は
皆
勿
論
失
望
し
た
。
此

の
日
食
の
時
、
わ
が
天
文
毫
か
ら
の
他
の
人
々
は
雲
に
妨
俸
ら
れ
、
從

っ
て
、
一
九
〇
一
年
バ
ー
ナ
ー
ド
が
世
界
を
牟
署
し
て
ス
マ
ト
ラ
へ
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ

か
け
て
以
來
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
日
食
遽
征
に
は
常
も
不
幸
が
つ
き
纒
っ
て

み
て
、
大
事
な
時
に
雲
の
た
め
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
穆
実
が
，
今
も
倫
吾

々
か
ら
離
れ
な
い
の
か
ε
思
は
し
め
た
。
し
か
る
に
，
よ
く
／
～
捻
べ

て
見
る
ε
、
此
の
カ
ー
ド
に
は
十
個
以
上
の
小
さ
な
ピ
ン
の
跡
、
郎
ち

彼
れ
が
コ
ロ
ナ
の
明
る
さ
の
測
定
に
成
古
し
た
記
録
が
現
は
れ
て
る
る

で
は
な
い
か
互

　
彼
れ
が
一
九
〇
〇
年
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
に
關
係
す
る
や
う
に
な
っ

て
以
來
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
君
は
、
前
に
蓮
べ
た
も
の
・
外
に
、
霜
野
大

論
文
一
つ
ご
、
小
論
文
一
つ
ε
、
紹
介
文
一
つ
を
嚢
表
し
た
。
轍
叉
、

カ
プ
タ
イ
ン
分
野
－
こ
い
ふ
名
の
下
に
故
カ
プ
タ
イ
ン
教
授
の
撰
定
し
た

二
十
四
分
野
に
含
ま
れ
る
｝
千
五
百
個
の
星
の
冠
着
光
度
ミ
色
指
歎
の

重
要
な
観
測
が
完
成
せ
す
に
残
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
観
測
は
全
部
出

島
上
り
、
豫
備
的
計
算
は
終
っ
て
あ
る
の
で
、
此
の
研
究
も
近
い
内
に

出
版
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
勉
強
の
た
め
に
ヤ
ー
キ
ー
ス
紫
苧
皇
へ
來
た
入
々
の
犬
多
数
は
パ
ー

ク
ハ
ー
ス
ト
君
の
下
で
主
題
を
撰
ぶ
。
此
の
人
々
は
彼
れ
が
営
門
事
項

に
博
い
智
識
を
持
ち
．
そ
れ
を
敏
へ
る
稀
な
天
才
の
教
師
で
あ
る
こ
ε

を
知
る
。
叉
、
彼
れ
は
其
の
專
門
に
必
要
な
精
密
器
械
の
取
り
扱
ひ
の

熟
練
者
で
あ
っ
た
。

　
彼
れ
は
身
艦
が
弱
か
っ
た
け
れ
さ
、
そ
れ
で
も
、
肉
…
鐙
ミ
精
神
ε
を

巧
み
に
推
持
し
た
が
た
め
に
、
一
入
前
以
上
の
仕
事
を
し
、
殊
に
、
疲

欝
の
激
し
い
夜
の
観
測
な
さ
に
も
左
様
で
あ
っ
た
。
い
か
な
る
短
時
間

も
浪
費
さ
れ
す
、
長
い
休
暇
に
ボ
ン
ヤ
リ
日
を
過
す
こ
ε
は
無
か
っ
た
。

最
も
長
か
っ
た
休
暇
は
、
夫
人
ミ
共
に
歎
洲
に
渡
っ
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
天

文
皇
に
研
究
の
た
め
費
し
た
六
ク
月
で
あ
っ
た
。
今
一
回
、
パ
ー
ク
ハ

一
三
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ー
ス
ト
夫
婦
は
休
暇
に
フ
ロ
リ
ダ
へ
出
掛
け
た
こ
ミ
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
時
も
彼
れ
は
天
文
計
算
材
料
を
持
っ
て
行
っ
た
Q

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
君
は
、
長
く
、
ロ
ー
ヤ
ル
天
文
墨
會
や
大
英
天
文

協
會
や
ド
イ
ツ
天
文
協
會
や
配
転
天
文
學
會
の
配
員
で
あ
っ
九
。
彼
れ

は
二
年
間
、
村
を
代
表
し
て
、
郡
の
監
督
局
に
出
た
こ
こ
が
あ
り
，
叉

村
の
た
め
に
、
い
ろ
く
善
い
働
き
を
し
た
。

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
君
は
去
る
二
月
二
十
七
日
の
朝
、
突
然
、
腸
出
血

を
起
し
、
三
月
一
日
其
の
ホ
ー
ム
で
死
ん
だ
。
そ
の
整
っ
た
立
派
な
一

生
に
ふ
さ
は
し
い
直
結
な
儀
式
の
後
、
其
の
遺
骸
は
知
人
朋
友
に
護
ら

れ
な
が
ら
ミ
ル
ラ
ー
キ
ー
市
へ
火
葬
の
た
め
途
ら
れ
た
。
（
山
本
課
）

　
　
山
本
曰
く
Q

　
　
　
バ
ソ
ツ
塾
教
授
も
パ
i
〃
ハ
4
ス
ト
教
授
定
同
様
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
皇

　
　
の
殆
ん
ざ
創
立
當
初
か
ら
の
藁
員
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
天
文
墓
を
め
ぐ

　
　
る
旧
い
芝
生
の
上
に
．
、
ま
ば
ら
に
多
く
の
壷
員
弁
ち
の
宅
が
あ
り
ま
ず
、
が

　
　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
宅
定
バ
ソ
ソ
ト
宅
ミ
に
特
に
近
く
、
正
面
に
向
び
合
っ
て

　
　
あ
る
關
係
上
、
此
の
二
家
族
の
間
の
交
際
が
、
最
も
親
し
い
や
う
に
、
私
に

　
　
に
思
ば
れ
ま
し
索
O
右
の
丈
に
も
あ
る
通
り
、
パ
ー
ル
バ
ー
ス
ト
、
教
授
の
自

　
　
働
車
に
最
も
多
く
御
厄
介
に
な
ろ
の
匡
バ
ソ
ソ
ト
家
族
で
、
次
ぎ
が
プ
ン
．

　
　
ど
ー
ス
プ
ル
ク
家
な
の
で
す
。

三
ご

⑳
天
文
講
蟹
會
　
來
る
入
月
十
一
、
十
二
、
十
三
の
三
日
間
、

長
野
縣
上
高
井
郡
須
坂
町
小
難
綾
で
左
の
適
薬
會
が
開
か
れ

る
Q
詳
細
は
同
稜
の
宮
川
周
治
氏
に
底
ひ
合
は
せ
ら
れ
た
し
。

　
「
敷
　
育
的
天
交
學
」
　
　
　
京
大
教
授
理
學
博
士
　
山
　
本
　
　
一
　
清
氏
述

一
、
地
球
（
天
爵
學
上
よ
り
見
詰
る
）

　
　
イ
、
形
朕
。
球
形
証
明
（
出
船
入
船
、
族
行
、
月
食
、
天
頂
星
）
、
楕
圓
燈
Q

　
　
ロ
、
自
轄
。
遽
度
、
日
義
蓮
動
、
蒔
劉
、
経
度
、
日
時
計
の
作
り
方
。

　
　
ハ
、
公
蘇
。
楕
圓
軌
道
、
平
均
距
離
、
速
度
、
太
陽
の
異
動
、
黄
道
、
季
餓
。

　
　
二
、
質
量
Q
太
陽
の
分
敷
、
紹
封
質
量
（
山
の
引
力
、
孔
、
ね
ぢ
秤
）

ご
、
太
陽
系
（
一
の
王
國
ぜ
し
て
）

　
　
イ
、
寸
法
Q
形
オ
距
離
オ
の
關
係
。

　
　
ロ
、
軌
道
摸
型
の
製
作
法
。

　
　
ハ
、
比
較
天
艦
學
。
　
（
太
陽
、
大
遊
星
、
外
遊
星
、
地
球
遊
星
、
内
遊
星
、

　
　
　
　
　
　
小
遊
星
、
彗
星
、
流
星
）
一
種
々
の
珍
世
界
。

　
　
二
、
θ
干
出
田
㎞
連
動
甲
。
加
連
副
動
の
研
究
法
、
乱
軌
道
系
へ
の
影
一
口
Q

三
、
恒
星
界
（
一
の
杜
會
ぜ
し
て
）

　
　
イ
、
　
｝
穴
球
O
地
球
。
こ
の
蟄
昭
…
、
認
齢
二
上
の
方
便
Q

　
　
ロ
、
星
座
。
古
の
用
途
、
今
の
用
途
、
敏
育
的
敷
果
Q

　
　
ハ
、
光
虐
色
Q
天
界
よ
り
の
無
腺
通
信
。

　
　
二
、
ス
ペ
ル
㍗
ル
。
（
天
禮
分
類
學
）
Q
蓮
動
、
観
差
、
進
化
論
法
。

　
　
ホ
、
距
離
。
直
接
測
量
法
、
間
接
測
量
法
、
大
小
相
言
々
係
。

　
　
へ
、
宇
宙
の
構
造
Q
入
誰
で
も
の
問
題
。

　
　
　
　
　
以
　
　
上


